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2015年1月 
  First (FCE), Advanced (CAE) 

  Proficiency (CPE) 
 

 2016年2月 
   Key (KET)  

      Preliminary (PET) 

スコア化 
 

2016年2月に完了 

1. 試験に関する 
情報更新 
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Add your own image. 
Select insert and search 
for your image and re-
size to fit. Then delete 
this text and the grid! 

Cambridge English スケール 

2016年2月KET/PETへの導入で完了 

Cambridge English 
スケール（スコア化）の導入

により 
 

• 各試験
(KET/PET/FCE/CAE/CPE) 

• CEFR 
• IELTS 

 
との比較が簡単に 
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例）プレリミナリー (PET: CEFR レベル B1) 

結果ステートメント：総合評価、技能別スコア表示がさらに分かりやすく 

例）キー (KET: CEFR レベル A2) 
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2015年11月より 
ケンブリッジ 

公認試験センターに 
 

Cambridge English 
(ケンブリッジ英検）を 
静岡 2016年3月～ 
東京 2016年6月～ 
より実施開始 

新試験センター誕生 

試験会場増 
 

• CBTも提供予定 
 

• 2016年夏～秋に中高の
先生を対象にした
Cambridge Englishの
イベントを主要都市に
て実施予定 
（ウェブサイトで発表予定） 
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受験料（ 2016年参考価格）* 

¥9,720～ 
A2: Key/KET 

¥11,880～ 
B1: Preliminary/PET 

¥22,140～ 
C1: CAE/Advanced 

高校英語レベル 
海外大学・大学院

留学レベル 

「認定試験センターを探す」 で最寄のセンターを検索 

http://www.cambridgeenglish.org/jp/find-a-centre/ 
 

試験センターのある北海道、長野、東京、静岡(三島）、兵庫、岡山、福岡のほか、 
愛知、大阪、広島、島根(出雲）、鹿児島の計12会場で試験実施(予定） 

 
 

¥19,980～ 
B2: FCE/First 

¥25,380～ 
C2: CPE/Proficiency 

中学英語～高校 
コミュニケーション

英語Ⅰレベル 

*各試験センターに最終的な受験料を決定する権限があるため、センター間
で異なる場合がありますのでご注意ください。上記参考価格は代表的な例
を示しています。 

難関大学入試レベル、 
海外大学準備コース入学レベル 
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2. 1 導入事例（中・高） 

工学院大学附属中学校・高等学校（東京） 

KET (A2) /PET (B1) 

• 学校を会場として実施 
• ハイブリッドインターナショナルコース、 
     帰国生及び中高希望者 計３８名が受験 

池田中学・高等学校 (鹿児島）  

YLE: Movers (A1) /Flyers(A2)/KET (A2) 

• 学校を会場として実施 
• 中学生は悉皆受験  
• 中1生 Young Learners (Movers) 42名受験 
• 中3生でKET 受験 

授業における活用 

学年 試験 

中１ YLE Movers 

中2 YLE Flyers 

中3 KET 

高校生 PET or 他試験 
※大学に応じて 
必要なテスト 
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2. 2 導入事例（大学） 入学者選抜における活用 

2017年度 経済学部「自由選抜入試」 

経済学部が定める、出願時に必要とされる
英語資格・検定試験の一つに選ばれる 

• 出願資格より該当部分のみ抜粋 
 
TOEFL iBT、TOEFL Junior Comprehensive、
TOEICおよびTOEIC SW、実用英語技能検定（英
検）、TEAP(Reading/Listening+Writing+ 
Speaking)、IELTS、GTEC CBTまたは 
CAMBRIDGE ENGLISH（ケンブリッジ英検）の
いずれかを受験し、スコア・級を提出できる者 
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2.2 導入事例（大学入試 入学者選抜における活用）一覧 

大学名 

2016~ ＜一般入試＞ 「2016年度の一般入試において英語外部試験を利用する大学」  

神田外語大学 PET以上は、満点換算 

武蔵野大学 PET以上は、みなし得点100点 

関西学院大学 First (FCE) 以上 

立命館アジア太平洋大学 スコア169*以上は満点換算  *CEFR B2, FCE相当  

＜特別入試＞  ※出願資格 

国際教養大学 PET以上 

中央大学 CPEもしくはCAEの合格者 

神田外語大学 英語資格特別選抜入試 PET以上 

創価大学 PET以上 

北陸大学 Ⅰ種 スコア160以上、Ⅱ種 スコア140以上 

名城大学 PET以上 

立命館アジア太平洋大学 スコア活動実績アピール方式 スコア140以上、英語基準AO方式 スコア153以上 

2017~ ＜特別入試＞ ※出願資格 

明治大学 政治経済学部 「グローバル型特別入学試験」スコア153以上 

立教大学 経済学部「自由選抜入試」ケンブリッジ英語検定のスコアを提出できる者 

2018~ 

2019~ 筑波大学 ※実施方式および導入年（前倒しを含む）は検討中 



2016年12月より
KET/PET/FCE/CAE
を実施する公開テス
ト会場を提供 

公開テスト会場 

現時点では希望者
のみ受験を奨励 

学生に受験奨励 

外語大の学生のみな
らず、一般の方も参
加できる関連イベン
トの提供 

事前セミナーや 
プレテストの提供 

2. 3 導入事例（大学とのパートナーシップ） 
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• 公認試験センターによってのみ運営が
可能 

• 例えば試験監督者は全て事前トレーニ
ングを受けている試験センターのス
タッフが務める 

• 試験センターは厳正な手順に従って試
験を公正・安全・公平に実施 

• （それを確かめるための）本部が認定
するインスペクターによる抜き打ち審
査あり 

 
 

学校が会場の場合、テスト運営の 
セキュリティは？ 

• ケンブリッジで採点されており、日本
の試験センターが行うことはない 

• 筆記試験の解答用紙は、試験終了後直
ちにケンブリッジに返送される 

• コンピュータベースのテストでは、受
験者の回答は暗号化され、ケンブリッ
ジに直接返される 

• 試験作成者、採点者、受験者間で利益
相反の防止の観点から、ライティング
の解答用紙は匿名化され、ランダムに
審査官に割り当てられる 

• スピーキングテストは、十分な訓練を
受けた資格を持つ試験官によって、試
験会場で採点される 

スピーキングテスト以外の採点は
どこで行われるのですか？ 

ID確認は、受験者が到着した受付時
および、各スキルテスト毎に行われ
る。1回のみの確認では不十分である
ことを留意。 

受験者受付時および試験中のID
チェックは？ 

よくあるご質問 （試験運営上のセキュリティー等） 

試験会場に立ち入れないため、 
試験センターの方におまかせでした 

 
学校が会場でありながら、手間が 

かからないのは助かります 

ご活用いただいた中高一貫校の先生 

（KET/PETを学校受験で実施） 
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【ご参考】 教員の英語力向上支援について 

• 一般英語の「Touchstone」も、教え
るための英語コース 「Language 
for Teaching」もプレースメントテスト
の結果を踏まえてレベルを決定 

• CEFRのレベルをリーディング（文法

知識含む）とリスニング問題で簡易
診断 

• スコアは100点満点で表され、CEFR
のレベルが決定する 

• 約45分間のCBテスト 
• 受験料は一人900円（税別） 
 

プレースメントテストでCEFR
レベルをチェック 

• 学習管理者が学習者の進捗状況を
チェックできる（自学自習も可能） 

• ケンブリッジ・イングリッシュ・コーパス
を活用した本物の英語を学ぶコース 

• 一般英語のオンラインコースで英語
力向上のためのコース。レベルは
A1⇒A2（終了後はKET受験レベル）、
A2⇒B1（PET受験レベル）、
B1⇒B2(FCE受験レベル）あり 

• A1からC1まで幅広いレベルをカバー 
• 学習時間の目安は約100時間、1年
間アクセス可能 

会話ストラテジーと 
スピーキング練習も可能 

• 一般英語（約100時間）と教室で使う英
語（約15時間）のコンテンツから成るオ
ンラインコース 

• 100名以上の登録が必要であるため、
団体のみ活用可能 

• 標準はオンラインのみだが、一部自機
関のトレーナーを活用したブレンド型研
修にもアレンジ可能 

• オンラインコースは1年間アクセス可能 

• 海外ではペルー、インド、ベトナム、イタ
リア等で英語教員の英語力と指導力向
上の為活用中 

100名以上の団体対象、教育委
員会や大学教員養成課程で活用 

教員の自己研修に資するCambridge Englishのテスト＋オンライン教材を特別価格に
て提供予定。（文部科学省⇒教育委員会を通じて詳細をご案内予定） 


